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１．会社の現況に関する事項 

「緩やかな回復基調」が続くも 

先行き不透明な状況で推移 

消費税率引き上げに伴う 

駆け込み需要の反動の長期化 

実質所得の減少で 

 個人消費に足踏み  

 当連結事業年度のわが国経済 

雇用情勢の改善に伴う 

人件費の上昇圧力 

１．企業集団の現況に関する事項 

(1) 事業の経過及びその成果-1 

為替やエネルギー価格の 

大幅な変動 



１．会社の現況に関する事項 １．会社の現況に関する事項 

当社は他社との差別化を目指した 

『 六 次 産 業 化 』 
の取り組みを強化 

食に関するお客様の目のさらなる厳格化 

選択の多様性による高い要求水準 

中食等の他業種との競争激化 

(1) 事業の経過及びその成果-2 

 外食産業を取り巻く環境 

１．企業集団の現況に関する事項 



１．会社の現況に関する事項 １．会社の現況に関する事項 

漁港からの直送鮮魚と旬メニューの充実化 

地産地消比率を高め、 

地元に根付いたホームタウン制度の推進 

 飲 食 事 業 

Ｃｈａｎｇｅ＆Ｂｕｉｌｄによる、業態転換・魚から肉への転換・ 
魚と肉の併売への転換 

人財教育施設「ABCアカデミー」の充実化 

(1) 事業の経過及びその成果-3 

１．企業集団の現況に関する事項 



１．会社の現況に関する事項 

受託100店舗の運営強化 

 コントラクト事業 

安定的運営体制の整備 

適正な人員配置の再構築 

お客様に支持されるメニューへの変更 

(1) 事業の経過及びその成果-4 
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１．会社の現況に関する事項 
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第7期 連結損益概要 

売 上 高 

営業利益 

経常利益 

当期純利益 

   46,564百万円 

  3,430百万円 

  3,482百万円 

  1,796百万円 

(1) 事業の経過及びその成果-6 

１．企業集団の現況に関する事項 



１．会社の現況に関する事項 １．会社の現況に関する事項 

・ 金融機関等への返済  1,310 百万円 

① 資金調達 
  

② 設備投資 

・ 設備投資総額（新規出店投資等  1,913 百万円 
           （差入保証金 315 百万円含む） 

(2) 資金調達等の状況 

 期末借入金残高       3,081 百万円 

 

 リース残高       719 百万円 

 

 割賦残高         3,052 百万円 
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１．会社の現況に関する事項 １．会社の現況に関する事項 

①「安全」「安心」の提供 
• 仕入食材の品質管理 

• 配送段階における温度管理と鮮度の維持 

• 加工段階における衛生管理 

• 店舗での衛生管理とチェック体制の整備 

②人財採用力、人財教育体制の強化 
• 優秀な人財確保のため、全国主要都市への展開に伴う知名度の
向上と、採用拠点の増加 

• 技術・知識を十分に兼ね備えた人財として教育できる体制の維持 

• 業容の拡大に合わせた教育体制の発展 

• 従業員のスキルにあったカリキュラムの構築 

(4) 対処すべき課題-1 
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１．会社の現況に関する事項 １．会社の現況に関する事項 

③店舗網拡大の推進 
• 計画的な出店戦略と全国展開、 

 安定的かつ継続的な成長、 

 知名度アップによる優秀な人財の確保など、 

 当社の発展に必要な条件と規模の拡大の推進 

④新業態の開発と育成 
• 「はなの舞」業態の再成長 

• 「さかなや道場」「魚鮮水産」の進化と深化 

• 「豊丸水産」「軍鶏農場」業態の拡大 

• 様々なコンセプトをテーマにした実験店の増加 

• 新業態の開発と確立に努め、お客様のニーズにあった展開の促進 

(4) 対処すべき課題-2 

１．企業集団の現況に関する事項 



１．会社の現況に関する事項 １．会社の現況に関する事項 

⑤居酒屋に続く主力業種の確立 
• 厳しい外食を取り巻く環境に呼応できる、新たな主力業種の確立 

• 飲食業のノウハウを最大限に活かす事ができる業種の構築 

• コントラクト事業店舗の拡大 

(4) 対処すべき課題-3 

⑥株式会社やまやと当社のコラボレーション 
• やまやで購入したワインをチムニー店舗に持ち込むＢＹＯの拡大 

• 宮城県を中心に、復興への道を地域産物の商品化活動で後押し 

• 第8期においては、シナジー効果を最大限に発揮できる強い企業
体の構築を目指す 
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１．会社の現況に関する事項 １．会社の現況に関する事項 

⑦Ｍ＆Ａについて 
• 平成２４年２月：㈱升屋から事業譲受 

• 平成２４年６月：㈱紅フーズコーポレーションの全株式取得 

• 平成２５年８月：店舗事業譲受により、めっちゃ魚が好き（株）設立 

• 売上および収益の拡大に寄与し、店舗網の拡大が見込める可能
性があると判断された事業譲渡や企業買収の案件については継
続検討 

(4) 対処すべき課題-3 

１．企業集団の現況に関する事項 



１．会社の現況に関する事項 １．会社の現況に関する事項 

招集通知 4～9ページをご覧ください 

(3) 財産及び損益の状況の推移 

(5) 重要な親会社及び子会社の状況 

(6) 主要な事業内容 

(7) 主要な営業所及び工場並びに使用人の状況 

(8) 主要な借入先及び借入額 
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１．会社の現況に関する事項 

招集通知 10～18ページをご覧ください 

2. 会社の株式に関する事項 

 

3. 会社の新株予約権に関する事項 

 

4. 会社役員に関する事項 

 

5. 会計監査人に関する事項 

 

6. 業務の適正を確保するための体制等の整備についての 

 決議の内容の概要 

2 ～ 6 2. ～ 6. 



 連結貸借対照表 概要   

合計  

合計  

合計  

資産の部 

負債の部 

純資産の部 

31,166,502千円 

18,346,943千円 

12,819,559千円 

「連結貸借対照表」、「連結損益計算書」 

招集通知 19～20ページをご覧ください 

連結貸借対照表、連結損益計算書 



１．会社の現況に関する事項 

・株主に対する利益還元は重要な経営課題と位置づけ 

 

・平成26年12月期 

  年間配当金   １株当たり 25円00銭 

         

  中間配当金   1株当たり 10円00銭 

 

  期末配当金   1株当たり 15円00銭 

       普通配当 10円00銭  +  記念配当 5円00銭 

      （創業30周年及び東京証券取引所市場第一部指定記念） 
   

招集通知 25ページをご覧ください 

配当に関する事項 



１．会社の現況に関する事項 

 「連結株主資本等変動計算書」、 

 「連結注記表」、 

 「貸借対照表」「損益計算書」、 

 「株主資本等変動計算書」、 

 「個別注記表」 

招集通知 21～41ページをご覧ください 

連結株主資本等変動計算書・連結個別注記表 等 
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定款一部変更の件 

決議事項 

第1号議案 



第２号議案 

取締役10名選任の件 

決議事項 決議事項 



第3号議案 

補欠監査役１名 

選任の件 

決議事項 決議事項 
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